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伊
藤
家
と
東
本
願
寺
造
営

　

尾
張
の
名
工
伊い

藤と
う

満ま
ん

作さ
く（

守も
り

房ふ
さ

、
一
八
五
九
―
一
九

一
四
）の
家
に
伝
来
し
た
資
料
群
で
あ
る『
伊
藤
満
作

家
資
料
』。
同
資
料
は
満
作
の
孫
に
あ
た
る
名
城
大
学

の
伊
藤
三
千
雄
名
誉
教
授（
一
九
三
四
―
二
〇
一
一
）か

ら
、
平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）に
名
古
屋
市
蓬
左
文

庫
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

　

伊
藤
家
が
全
国
的
な
名
工
と
し
て
活
躍
す
る
の
は
、

東
本
願
寺
造
営
参
加
お
よ
び
同
寺
肝き

も

煎い
り

大
工
柴
田
家
と

の
出
会
い
が
契
機
と
な
っ
て
お
り
、『
伊
藤
満
作
家
資

料
』に
も
関
連
し
た
図
面
や
文
書
類
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

本
号
で
は
、
そ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
の
一
部
を
紹
介

し
な
が
ら
、東
本
願
寺
造
営
、工
匠
な
ら
び
に
伊
藤
家
と

の
関
係
を
見
て
い
く
。
最
後
に
、
柴
田
・
伊
藤
両
家
が

関
わ
っ
た
造
営
略
年
表
お
よ
び
略
系
図
を
掲
載
す
る
。

　

ま
ず
、
東
本
願
寺
お
よ
び
造
営
に
関
す
る
概
要
か
ら

見
て
い
こ
う
。

　

東
本
願
寺（
京
都
市
下
京
区
）は
真
宗
大
谷
派
の
本

山
で
、
そ
の
歴
史
は
慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）に
徳
川
家

康
よ
り
寺
地
を
寄
進
さ
れ
、
東
西
本
願
寺
が
分
派
し
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

　

東
本
願
寺
の
広
大
な
伽
藍
に
は
、宗
祖
親
鸞
聖
人（
一

一
七
三
―
一
二
六
二
）の
御ご

真し
ん

影ね
い

を
安
置
す
る
御ご

影え
い

堂ど
う

と
、
本
尊
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
像
を
安
置
す
る
阿
弥
陀

堂
の
両
堂
を
中
核
と
し
て
、
数
々
の
殿
舎
群
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。

　

東
本
願
寺
は
、
西
本
願
寺（
京
都
市
下
京
区
）と
は
異

な
り
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
慶
長
度
、

明
暦
・
寛
文
・
元
文
度
、寛
政
度
、文
政
度
、安
政
度
、明

治
度
の
計
六
度
に
も
お
よ
ぶ
造
営
を
成
し
遂
げ
て
き
た
。

こ
の
内
、寛
政
度
か
ら
明
治
度
は
、罹
災
か
ら
の
再
建
で

あ
り
、
現
在
の
主
要
堂
宇
は
明
治
度
造
営
の
も
の
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
伊
藤
家
と
東
本
願
寺
お
よ
び
肝
煎
大
工
柴
田

家
と
の
関
わ
り
を
、造
営
組
織
と
共
に
紹
介
し
た
い
。

　

東
本
願
寺
が
初
め
て
灰か

い

燼じ
ん

に
帰
し
た
天
明
八
年（
一

七
八
八
）の
大
火
か
ら
の
再
建
は
、寛
政
度
造
営
と
称
さ

れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
三
十
五
年
後
の
文

政
六
年（
一
八
二
三
）十
一
月
十
五
日
に
山
内
失
火
に

よ
り
、
寛
政
度
伽
藍
は
焼
失
し
て
し
ま
う
。
こ
の
と
き

の
復
興
は
文
政
度
造
営
と
呼
ば
れ
る
。
偶
然
に
も
、
本

山
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
、
真
宗
大
谷
派
名
古
屋

別
院
本
堂
の
遷
仏
法
要
当
日
で
あ
っ
た（
図
１
）。

　

こ
の
名
古
屋
別
院
本
堂
再
建
に
先
が
け
て
、
解
体
保

存
さ
れ
て
い
た
元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）建
立
の
旧

本
堂
が
、
本
山
造
営
期
間
中
に
宗
祖
親
鸞
聖
人
像
を
安

置
す
る
仮
御
影
堂
と
し
て
、移
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

元
禄
度
旧
堂
は
、
伊
藤
家
三
代
の
萩は

ぎ

平へ
い

左ざ

衛え

門も
ん（
一

六
四
八
―
一
七
三
三
）が
棟
梁
を
務
め
て
い
る
よ
う
に
、

同
別
院
は
代
々
伊
藤
家
が
出
入
り
を
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
文
政
度
本
堂
棟
梁
の
伊
藤
平
左
衛
門
七
代

信し
な

濃の

守も
り

之ゆ
き（

義よ
し

守も
り

、
一
七
八
一
―
一
八
五
一
）は
、
息
子

の
八
代
守も

り

富と
み（

一
八
一
四
ま
た
は
一
八
一
八
―
七
七
）

と
共
に
、
元
禄
度
旧
堂
を
東
本
願
寺
へ
移
築
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、本
山
造
営
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
点
で
の
伊
藤
家
は
あ
く
ま
で
本
山

再
建
の
た
め
に
、
諸
国
の
門
徒
が
作
料
な
ど
を
負
担
す

る
形
で
各
地
か
ら
派
遣
さ
れ
た
多
数
の
寄
進
方
大
工
の

一
人
で
あ
り
、
棟
札
銘
に
も
名
前
は
な
い
。
棟
札
に
記

載
が
あ
る
工
匠
は
、最
上
位
の
棟
梁
と
肝
煎
に
な
る
。

　

前
者
は
東
本
願
寺
家
臣
と
し
て
代
々
継
職
す
る
笠
井

家
を
筆
頭
と
し
て
、
他
に
田
辺
・
高
木
の
二
家
を
加
え

た「
三
棟
梁
」で
構
成
さ
れ
る
。
後
者
の
肝
煎
は
、
棟
梁

方
が
造
営
の
度
ご
と
に
複
数
名
を
選
任
し
、
そ
の
下
で

作
図
を
は
じ
め
と
し
た
工
事
の
実
務
を
担
当
し
な
が

ら
、配
下
の
大
工
へ
の
指
示
・
管
理
を
行
っ
て
い
た
。

　

棟
札
に
記
さ
れ
る
四
、五
名
の
肝
煎
は
、上
位
の
惣そ

う

肝き
も

煎い
り

に
あ
た
り
、特
に
筆
頭
を
惣そ

う

肝き
も

煎い
り

頭が
し
らと
呼
ぶ
。

魚
津
社
寺
工
務
店 

取
締
役
営
業
部
長 

小
山
興
誓

図１「名古屋御坊本堂之図」
文化2年（1805）10月15日釿始

文政5年（1822）11月1日上棟式執行
同6年11月15日16日17日入仏供養会

の
ぞ
い
て
み
よ
う
、
名
工
の
お
仕
事　

４



3

　

既
述
の
と
お
り
、
東
本
願
寺
で
は
寛
政
度
、
文
政
度
、

安
政
度
、
明
治
度
の
計
四
回
に
も
お
よ
ぶ
焼
失
か
ら
の

再
建
を
成
し
遂
げ
て
き
た
。
こ
の
内
、
寛
政
度
―
安
政

度
お
よ
び
元
文
三
年（
一
七
三
八
）上
棟
の
御
影
堂
門

（
大お

お

門も
ん

）の
各
造
営
で
、
常
に
惣
肝
煎
に
名
を
連
ね
て
き

た
の
が
、名
門
柴
田
家
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
柴
田
家
は
決
し
て
東
本
願
寺
専
属
の
大
工

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
腕
を
買
わ
れ
、
西
本
願

寺
阿
弥
陀
堂
、
妙
心
寺
仏
殿（
京
都
市
右
京
区
）、
高
野

山
金
剛
峯
寺
金
堂（
和
歌
山
県
伊
都
郡
）と
い
っ
た
各

宗
派
の
本
山
造
営
に
も
参
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
、
西
本
願
寺
阿
弥
陀
堂
の
宝
暦
九
年（
一

七
五
九
）の
棟
札
銘
に
お
け
る
同
寺
棟
梁
水み

な

口く
ち

家
の
下

に
三
名
の
大
工
が
お
り
、
そ
の
筆
頭
と
し
て
、
柴
田

理り

右え

衛も

門ん

政ま
さ

種た
ね（

？
―
一
七
八
二
）の
名
前
が
記
さ
れ

てま
さ
う
え
も
ん

い
る
。
政
種
は
そ
の
後
、
明
和
元
年（
一
七
六
四
）に

東
本
願
寺
棟
梁
笠
井
家
の
名
跡
を
継
い
で
、
笠
井
若
狭

政
種（
三
河
正
種
）と
な
っ
た
。

　

そ
の
子
、
柴
田
新し

ん

八ぱ
ち

郎ろ
う

貞さ
だ

英ひ
で（

一
七
四
一
―
？
）も
、

西
本
願
寺
阿
弥
陀
堂
造
営
に
参
加
し
た
後
、
宝
暦
十
三

年（
一
七
六
三
）か
ら
井
波
別
院
瑞
泉
寺（
富
山
県
南
砺

市
）再
建
に
関
わ
り
な
が
ら
、京
都
で
禁
裏
御
所
御
用
も

務
め
て
い
る
。そ
の
後
の
東
本
願
寺
寛
政
度
造
営
で
は
、

惣
肝
煎
頭
と
し
て
活
躍
し
た
。

　

続
く
文
政
度
造
営
で
は（
図
２
）、
柴
田
新
八
郎（
木き

子ご

）棟と
う

躬き
ゅ
う（

一
八
〇
一
―
四
九
）が
襲
名
し
て
い
る
。
棟

躬
は
禁
裏
修し

ゅ

理り

職し
き

大
工
木
子
家
の
養
子
に
入
っ
た
名
匠

で
、日ひ

ゅ
う
が
の
じ
ょ
う

向
掾
を
叙
任
す
る
。

　

当
時
の
伊
藤
家
八
代
守
富
と
そ
の
甥
で
、
守
富
の
養

子
と
な
っ
て
九
代
目
を
襲
名
す
る
平
作（
守も

り

道み
ち

、
一
八

二
九
―
一
九
一
三
）も
、
柴
田
家
の
配
下
と
し
て
、
東
本

願
寺
文
政
度
御
影
堂
門
や
高
野
山
金
剛
峯
寺
金
堂
の
再

建
に
従
事
し
て
い
た
。

　

伊
藤
家
が
師
事
し
た
名
工
柴
田
新
八
郎
の
系
譜
に
あ
り
、

東
本
願
寺
安
政
度
造
営
で
惣
肝
煎
頭
を
務
め
る
の
が
、

柴
田
伊い

勢せ
の

大だ
い

掾じ
ょ
う

貞さ
だ

次つ
ぐ（

一
七
九
〇
―
一
八
六
三
）で
あ
る
。

　

貞
次
は
文
政
度
造
営
時
点
で
は
柴
田
杢も

く

之の

助す
け

を
名
乗

っ
て
い
た
。
こ
の
柴
田
貞
次
の
娘
が
、
安
政
度
造
営
の

惣
肝
煎
に
台
頭
す
る
八
代
守
富
に
嫁
ぐ
。
つ
ま
り
、
伊

藤
家
は
東
本
願
寺
棟
梁
―
肝
煎
大
工
の
系
譜
を
引
く
名

門
柴
田
家
と
姻
戚
関
係
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
貞
次
の
孫
娘
は
、
守
富
の
養
嗣
子
満
作
守
房

の
妻
で
あ
り
、
こ
れ
が『
伊
藤
満
作
家
資
料
』に
柴
田
家

の
関
係
文
書
が
含
ま
れ
る
由
縁
に
も
な
っ
て
い
る（
図
３
）。

　

そ
の
後
、明
治
維
新
を
経
て
家
臣
制
度
が
解
体
さ
れ
、

笠
井
家
な
ど
の
東
本
願
寺
棟
梁
も
解
任
と
な
っ
た
。

　

元
治
元
年（
一
八
六
四
）禁
門
の
変
で
焼
失
し
た
東

本
願
寺
の
再
建
は
明
治
度
造
営
と
呼
ば
れ
る
。
明
治
十

三
年（
一
八
八
〇
）に
、
伽
藍
の
中
枢
を
な
す
御
影
堂
・

阿
弥
陀
堂
の
両
堂
棟
梁
と
し
て
任
命
さ
れ
た
の
が
、
伊

藤
平
左
衛
門
九
代
守
道
と
、
柴
田
新
八
郎
棟
躬
の
養
子

木き

子ご

棟と
う

斎さ
い（

一
八
二
七
―
九
三
）で
あ
っ
た
。

　

後
者
は
安
政
度
造
営
の
惣
肝
煎
と
し
て
、
柴
田
新
八

郎
棟
斎
を
名
乗
っ
て
い
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
柴
田
家

の
系
譜
に
あ
り
、
棟
躬
の
も
と
で
共
に
十
代
か
ら
仕
事

を
し
て
き
た
仲
で
あ
る
。

　

こ
の
明
治
度
造
営
に
は
、守
道
の
長
男
十
代
守も

り

明あ
き（
一

八
七
〇
―
一
九
二
〇
）や
満
作
も
参
加
し
て
お
り
、伊
藤

一
門
が
全
国
的
な
名
工
と
し
て
、
大
き
く
飛
躍
す
る
転

機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

謝
辞　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
助
成
事
業（
科

研
費
）基
礎
研
究
Ｃ（
課
題
番
号
：
２
２
Ｋ
０
４
５
２
６
、

代
表
：
米
澤
貴
紀
）の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

※　

図
１
―
３
は
す
べ
て
蓬
左
文
庫
蔵
。

図２「御影堂上重下重化粧軒定リ」
青木良容（新助良容）

〔文政度御影堂・阿弥陀堂惣肝煎頭〕

図３「高野山彫物下絵」部分
嘉永3年（1850）5月

柴田杢之助（伊勢大掾貞次）
〔金剛峯寺万延度金堂彫物師筆頭〕
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表１ 造 営 略 年 表 
 
・本表は柴田家（青字表記）および伊藤家が関与した造営の略年表で、大工の色分けは「図４ 略系図」と符合している。 
・笠井家を筆頭とする東本願寺三棟梁制の初例となる大谷祖廟（東大谷）造営から明治度造営までを掲載している。 
・東本願寺および廟所・別院造営だけではなく、柴田家が関与した西本願寺、妙心寺、高野山金剛峯寺も掲載している。 
・現存するものは、太ゴシック体で表示した。 
 
№ 造営 和暦 ⻄暦 出来事 棟梁 ※（ ）内は筆者加筆 肝煎など   ※（ ）内は筆者加筆 出典 

①      
大谷祖廟 

（東大谷） 
（東山区） 

元禄 15 年 1702 本堂 上梁 
惣門（北門） 
造建 

笠井若狭可廣（２代） 
 Ａ 宮川河内清教 

田辺備後森安（２代） 

② 
東本願寺 
元文度 

（下京区） 

元文 ２ 年 
元文 ３ 年 

1737 
1738 

大門 柱建 
大門 上棟 

笠井若狭藤原正傳（３代） 谷口五兵衛 
Ｂ,Ｃ 田辺備後源芳信（３代） 木子市右衛門 

高木淡路源喜始 富永理兵衛 
 柴田理右衛門（政種 先代） 

③ 西本願寺 
（下京区） 

宝暦 ９ 年 1759 阿弥陀堂 
修造 

水口若狭守藤原朝臣宗貞 大工 柴田理右衛門政種 
Ｄ 水口伊豆守藤原朝臣宗為 雑賀長右衛門貞好 

 藤井三左衛門保住 

④ 
井波別院 
瑞泉寺 

（富山県 
南砺市） 

安永 ３ 年 1774 本堂 上棟 笠井若狭（柴田理右衛門）政種 棟梁代 柴田清右衛門（貞國 先代）、大工下棟梁 与八郎 Ｅ 
（５代三河正種） 大工世話役 角右衛門、利兵衛、善右衛門、久四郎 

安永 ４ 年 1775 御坊鋪地絵図 図師 笠井若狭（５代正種）傳 
（柴田理右衛門政種） 

柴田貞英（忠右衛門から新八郎貞英に改名か）書之 
 Ｆ 

⑤ 
山科別院 
長福寺 

（山科区） 

天明 ４ 年 1784 本堂 再建 笠井若狭正安（６代） 柴田忠右衛門貞照 
Ｇ 田辺備後長重（６代） 福田清兵衛清近 

高木淡路久重  

⑥ 東本願寺 
寛政度 

寛政 ９ 年 1797 御影堂 上棟 笠井若狭正安（６代） 柴田新八郎貞英 

Ｃ,H,Ｉ 
田辺備後長重（６代） 柴田忠右衛門貞照 
高木小太郎久治 西木清右衛門久重 

寛政10 年 1798 阿弥陀堂 上棟  井上三十郎秀信 
寛政12 年 1800 大門 上棟  橋本新兵衛政清（大門のみ） 

⑦ 本龍寺 
（金沢市） 

寛政10 年 1798 本堂 上棟 柴田清右衛門藤原貞國 
 

柴田清之佑貞重、柴田杢之輔國光 
 棟札銘 

⑧ 井波別院 
瑞泉寺 

文化 6 年 1809 山門 上棟 柴田新八郎貞英 松井角平恒徳（東本願寺造営⑥，⑪に参加） Ｉ,Ｊ  柴田清右衛門貞國（    〃     ） 

⑨ 妙心寺 
（右京区） 

文化10年 1813 仏殿 釿始 
 

神森若狭（勝信） 番匠 柴田忠右衛門（貞照） 

K 
 木子作太夫（近江大掾勝久） 

文政10年 1827 上棟 神森若狭藤原勝信 沙汰人 柴田八郎兵衛（平八郎貞種） 
番匠 木子近江大掾藤原勝久 柴田新八郎（棟躬） 

神森太市郎藤原勝照 青井利兵衛、片岡荘八郎 
⑩ 名古屋別院 文政 ５ 年 1822 本堂 上棟 伊藤信濃守之（７代義守） 脇棟梁 伊藤平八郎義房（６代）、伊藤惣右衛門道好 Ｌ 

⑪ 東本願寺 
文政度 

天保 ４ 年 1833 御影堂 上棟 笠井三河正直（７代） 青木新助良容 

H,I 
田辺備後義重（８代） 山中平左衛門宗重 
高木淡路有義 柴田平八郎貞種 
笠井若狭正典（８代） 中江定治郎義忠 
 柴田新八郎棟躬 

天保 ６ 年 1835 阿弥陀堂 上棟  青木新助良容 
H  中江定治郎義忠 

 柴田新八郎棟躬 
弘化 ４ 年 1847 大門 上棟 笠井若狭正佐（９代） 柴田新八郎棟躬 Ｍ 

田辺備後義重（８代） 中江貞次郎義忠 

⑫ 
高野山 

金剛峯寺 
（和歌山県 
 伊都郡） 

安政 ２ 年 
万延 元 年 

1855 
1860 

金堂 落成 
金堂 再建 

正大工 狭間河内大掾 總肝煎 柴田日向大掾（新八郎棟躬）、森肥後大掾 

Ｎ 
権大工 小佐田出羽大掾 藤田長五郎（直光）、藤田上總大掾 

小佐田勘之丞 副肝煎 伊藤平左衛門（８代守富）、伊藤總右衛門（道好） 
 古橋太郎兵衛、森丈助、鵜飼長兵衛（他2名） 
 彫物師 柴田伊勢大掾（貞次）、九山新四郎 
     柴田文助（貞清か）、中川利兵衛 

⑬ 東本願寺 
安政度 

万延 元 年 1860 御影堂 上棟 田辺河内道重（９代） 柴田伊勢大掾貞次 

H,I 
笠井若狭正重（11 代正言） 伊藤平左ェ門守富（８代） 

大門 上棟 高木讃岐道保 柴田新八郎棟斎 
 橋本治助一富 

阿弥陀堂 上棟  古橋太郎兵衛（大門のみ） 

⑭ 大谷祖廟 
文久 ２ 年 1862 総門 

(表唐門) 上棟 
 惣肝煎 柴田伊勢大掾貞次 

Ａ  肝煎 堀土吉之助長吉 
 田中熊七長一 
 世話方 柴田安兵衛重次 

⑮ 東本願寺 東照大権現宮 
霊儀殿 上棟 

 松井清三良義智 

H,I 
 伊藤平左ェ門守富（８代） 

⑯ 東本願寺 
明治度 

明治22 年 1889 御影堂 上棟 伊藤平左衛門守道（９代） 補役 伊藤吉太郎（10 代守明）、伊藤春房（満作守房か） 
明治25 年 1892 阿弥陀堂 上棟 木子（柴田新八郎）棟斎 八田美之輔、田村理七、市田重郎兵衛ら肝煎計22名 
明治43 年 1910 大門 上棟 市田重郎兵衛、市田辰蔵 松任銀次郎、宮部安四郎、今城寿市ら肝煎計8名 

〈参考⽂献〉 
Ａ『真宗本廟（東本願寺）飛地境内地建築群総合調査報告書 大谷祖廟・高倉会館・渉成園』（真宗大谷派〈東本願寺〉、2022 年） 
Ｂ『御再建見聞私記』（城端別院善徳寺蔵） 
Ｃ『天明八年日記 御再建日記 真宗本廟（東本願寺）造営史料叢刊 1』（大谷大学、2014 年） 
Ｄ『重要文化財 本願寺本堂（阿弥陀堂）修理工事報告書』（京都府教育委員会、1984 年） 
Ｅ『佐々木文書』（南砺市蔵） ※浦辻一成氏（善徳文化護持研究振興会）のご教示による 
Ｆ「越中国砺波郡井波杉谷山瑞泉寺御坊鋪地絵図并近辺所見之図」（井波別院瑞泉寺蔵、1775 年） 
Ｇ「山科坊棟札図」真宗大谷派所蔵史料 ※登谷伸宏氏（京都工芸繊維大学）のご教示による 
Ｈ『明治造営百年 東本願寺 下』（真宗大谷派本廟維持財団、1978 年） 
Ｉ『真宗本廟（東本願寺）造営史 －本願を受け継ぐ人びと－』（真宗大谷派宗務所出版部〈東本願寺出版部〉、2011 年） 
Ｊ『井波別院瑞泉寺誌』（真宗大谷派井波別院瑞泉寺、2009 年） 
Ｋ『重要文化財 妙心寺仏殿修理工事報告書』（京都府教育委員会、1985 年） 
Ｌ『名古屋別院史 史料編・別冊』（真宗大谷派名古屋別院、1990 年） 
Ｍ「番匠研究 徹到録 甲」（1903 年）（『岩城家文書』滑川市立博物館蔵） 
Ｎ『高野町の歴史的建造物』（高野町教育委員会、2023 年）  
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図４ 略 系 図 

 
伊藤家   

・伊藤家と柴田貞次家の生没年について、伊藤家旦那寺

の浄念寺（名古屋市中区、真宗大谷派）前住職の故土

方慶氏、水野耕嗣氏から、ご教示をいただいた。 
・「ェ」、「衛」の表記は 9 代守道による『先祖代々年忌

転出調記』（1885 年 5 月）に倣った。 
・伊藤満作については、『日本現今人名辞典 訂正 3 版』

（日本現今人名辞典発行所、1903 年）、藤島亥治郎

「明治大正昭和仏教建築史」（『仏教考古学講座 第 4
卷』雄山閣、1936 年）を参考にした。 

笠井家 東本願寺大工

世代：棟梁役就任年

初代：1672
七右ェ門了味  
（播州佐用郡）？－1691 

２代：1685
若狭可廣  
（江州蒲生郡）？－1737 
①

３代：1706
若狭正傳  
？－1765 
②

４代：1758
若狭正恭  
？－1764 
④

５代：1764
三河正種・若狭守政種  
柴田理右衛門政種 ？－1782 
③,④

実子   弟子  
 

養子・夫婦   不詳  
 

■  不明    丸数字 「表１ 造営略年表」における  
参加した造営の№  

柴田家

柴田  
理右衛門  
②

若州三方郡  
新城（庄？）田代村  
百姓  茂兵衛  

木子家
禁裏修理職大工  

木子  
大吉郎？  
作左衛門勝貞  

神森家
妙心寺大工

木子  
吉左衛門尉（市右衛門？）勝政  
播磨大掾：1767 
（木子作太夫家にも同時代に  

勝政がおり、検討を要する）  
②？

木子  
次平宗恒  
播磨大掾：1813 

家祖
御大工  伊藤清助  

初代
清助宗知  
1574－1641 

伊藤  
九郎右衛門  

２代 宗圓  
善左ェ門  
1620－93 

２代 清入  
1608－88 

３代 源祐  
萩平左ェ門  
1648－1733 

■  

神森  
（勝繁の子）杢之丞  
若狭勝信  
河内大掾：1828 
？－1838 
⑨

４代 玄道  
惣右衛門  
1691－1745 

５代 道房  
1711－78 

６代：1777
若狭正安  
？－1836 
⑤,⑥

柴田  
忠右衛門貞照  
（棟躬叔父？） 
⑤,⑥,⑨

柴田  
忠右衛門  
新八郎貞英  
1741－？  
③,④,⑥,⑧

柴田  
藤九郎  
（忠右衛門  

貞照兄？）  

柴田  
仲蔵  
（叔父？の忠右衛門  

貞照に師事？）  
新八郎棟躬  
木子  
日向掾：1843 
1801－49 
⑨,⑪,⑫

神森  
おこま  

神森  
いよ  
（木子  

作太夫  
勝久⑨
の妻）  

若州三方郡興道寺村  
大工  木村（山室）四郎右衛門  

６代 義房  
平八郎  
1754－1823 
⑩  

７代：1823
三河正直  
1787－1847 
⑪

柴田  
八郎兵衛貞種  
忠右衛門  
平八郎貞種  
1792－？  
⑨,⑪

柴田  
茶屋新蔵  

〔井波大工〕  
柴田（茶屋）  
清右衛門貞國  
1769－？  
⑥,⑦,⑧,⑪

柴田  
杢之助（輔）國光  
⑦

〔加賀大工〕→〔京大工〕  
柴田杢之助（輔）貞次  
伊勢大掾：安政頃  
1790－1863 
⑪,⑫,⑬,⑭

10 代：1849
三河正齊  

11 代：1859
若狭正重  
三四蔵正言  
1850－？  
⑬,⑭,⑮

９代：1840
若狭正佐  
（8 代正典養子）  
⑪

８代：1835
若狭正典  
1809－40 
⑪

７代 義守  
信濃守之  
1781－1851 
⑩,⑪

柴田  
忠右衛門  
⑬

８代 守富  
（1814）1818－77 
（柴田新八郎棟躬  

門弟）  
⑪,⑫,⑬,⑮

伊藤  
しう  

伊藤惣右衛門道好  
1799－1858 
⑩,⑫

伊藤満作守房  
（伊藤九郎右衛門  

10 代の孫である  
九郎助の四男）  

1859－1914 
（東本願寺御影堂⑯  

棟梁加談・補役で、 
棟梁守道の義兄弟  
の春房と同人？）  

⑯  

９代 守道  
陽一郎、平作、平右衛門  
1829－1913 
⑪,⑫,⑬,⑮,⑯  

伊藤  
虎三  

伊藤平二  
1876－1940 

10 代 守明  
吉太郎  
1870－1920 
⑯

伊藤三郎  
1897－1984 

伊藤三千雄  
1934－2011 

11 代 正道、守正  
次郎  
1895－1976 

伊藤  
保子  

伊藤重平  
満作  
守祐？  

伊藤延男  
1925－2015 

12 代 要道  
要太郎  
1922－2004 

 

柴田  
みち  
1832－1915 

柴田  
與市  
杢之助貞矩  
？－1870 
⑬

■  

柴田  
ちよ  
1858－1940 

山室  
四郎右衛門  
棟易  

柴田新八郎棟斎  
木子棟斎  
真八郎  
大和大掾：1855 
1827－93 
⑪,⑫,⑬,⑯

木子智隆  
1865－？  
⑯

木子  
積治郎  
⑯

山室四郎右衛門  
棟棋（木村岩太郎？） 
⑯？

木子清敬  
（木子峯國の子）勝治郎  
（木子勝久⑨、木子棟斎に師事）  
三河掾：1863 
1845－1907 
（伊藤満作も車寄などを担当した  

明治宮殿造営で、中心的な役割  
を果たした宮内省技師）  

佐々木岩次郎敬棟  
1853－1936 
⑯

佐々木嘉平４代棟慶  
喜之助  
1889－1983 
（初代が柴田新八郎貞英門弟） 
⑯

〈 参考文献 〉 ※「表１ 造営略年表」における参考文献以外のもの 
・斎藤五郎平『名工佐々木嘉平伝』（私家版、1973 年） ・長岡京市史編さん委員会編『長岡京市史  建築・美術編』（長岡京市役所、1994 年） 
・伊藤平左ェ門（12 代）「両堂再建と匠の系譜  伊藤平左衛門家と東本願寺」（『真宗』1197 号、2003 年） 
・栗本康代、植松清志、岩間香、谷直樹「禁裏修理職大工の木子家  寛政度内裏に関する研究  (3)」（『日本建築学会計画系論文集』652 号、2010 年） 
・美浜町誌編纂委員会編『わかさ美浜町誌  第 1 巻』（美浜町、2010 年） ・堀勇良『日本近代建築人名総覧』（中央公論新社、2021 年） 
・清水重敦『建築保存概念の生成史 新装版』（中央公論美術出版、2022 年） 

・本図は、小山興誓「東本願寺大工の系譜」（京都工芸繊維大学編
『真宗本廟（東本願寺）飛地境内地建築群総合調査報告書 大谷

祖廟・高倉会館・渉成園』真宗大谷派〈東本願寺〉、2022 年）
p.50 掲載の略系図を増補改訂したものである。  

・笠井家歴代は、『東本願寺三代以上家士明細書』（京都府立京都学・
歴彩館蔵、1871－72 年）による。 
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銅
人
経
拓
本
の
ウ
ラ
の
顔
　
―
蓬
左
本
の
構
造
と「
裏う

ら

打う
ち

紙が
み

文も
ん

書じ
ょ

」の
整
理

『
銅
人
経
』
拓
本
を
探
る
！？
④

立
命
館
大
学
経
済
学
部
授
業
担
当
講
師
　
猪
俣
　
貴
幸

北
京
の
お
役
所
で
の
ひ
と
こ
ま

　

時
は
文
化
爛ら

ん

熟じ
ゅ
く

の
明み

ん

代だ
い

、万ば
ん

暦れ
き

四
十（
一
六
一
二
）

年
の
北
京
の
お
役
所
で
、
こ
ん
な
や
り
取
り
が
あ

っ
た
ら
し
い
。

「
お
ー
い
、
こ
の
保
存
期
間
満
了
の
箱
に
入
っ
て

い
る
書
類
、
週
明
け
ま
で
に
処
分
し
と
け
よ
。

で
な
い
と
上
司
に
ま
た
ど
や
さ
れ
る
ぞ
」

「
お
ぅ
、そ
れ
な
ら
明
日
に
は
業
者
が
…
…
」

　

い
つ
の
世
も
同
じ
、
小
役
人
た
ち
の
日
常
で
あ

る
。
紙
が
貴
重
品
だ
っ
た
こ
の
こ
ろ
、役
所
で
不
要

と
な
っ
た
書
類
は
、
ま
と
め
て
回
収
さ
れ
、
再
利
用

さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
明
の
首
都
北
京
で

も
、保
存
期
間
が
過
ぎ
た
行
政
書
類
の
束
は
そ
の
ま

ま
回
収
業
者
に
売
り
渡
さ
れ
、綴と

じ
ひ
も
を
切
っ
て

紙
を
開
き
、ウ
ラ
の
比
較
的
白
い
面
を
使
い
や
す
い

よ
う
整
え
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
役
所
が
処
分
し
た
書
類
は
、
文
字
の

練
習
な
ど
に
再
利
用
さ
れ
た
の
ち
、
最
後
は
燃
料

と
し
て
燃
や
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
時

と
し
て
そ
の
形
を
変
え
て
靴
な
ど
の
日
用
品
に
な

っ
た
り
、
美
術
工
藝
品
の
装そ

う

幀て
い

な
ど
に
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
た
。
跡
形
も
な
く
消
え
去

る
は
ず
だ
っ
た
公
文
書
が
現
代
ま
で
伝
存
す
る
の

は
、
そ
う
し
た
偶
然
が
引
き
起
こ
す
あ
る
種
の
奇

跡
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

尾
張
公
遺
愛
の
品
、「
銅ど

う

人じ
ん

腧し
ゅ

穴け
つ

鍼し
ん

灸き
ゅ
う

図ず

経け
い

」（
以

降「
銅
人
経
」）の
裏
打
紙
に
も
、
北
京
の
役
所
で
処

分
さ
れ
た
公
文
書
が
再
利
用
さ
れ
て
い
た
。
四
〇

〇
年
の
歳
月
を
経
て
蓬
左
文
庫
に
伝
わ
る
拓た

く

本ほ
ん

が

高
い
文
化
的
価
値
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、そ
の
ウ
ラ
面
も
ま
た
、こ
の
世
に
二
つ
と
な

い
貴
重
な
歴
史
資
料
な
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
井
上
充
幸
氏
を
中
心
と
す
る
こ
の
研

究
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
蓬
左
本「
銅
人
経
」の
ウ

ラ
面
に
貼
り
込
め
ら
れ
た
明
代
の
公
文
書（
こ
れ

を「
裏
打
紙
文
書
」と
呼
ぶ
）の
復
元
と
翻ほ

ん

刻こ
く

、
内
容

の
研
究
を
担
当
し
て
お
り
、
令
和
四（
二
〇
二
二
）

年
三
月
以
来
、
最
も
多
く
ウ
ラ
面
を
調
査
す
る
機

会
を
得
た
ひ
と
り
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
得
た
知
見

を
ふ
ま
え
て
、
今
回
は「
銅
人
経
」拓
本
の
ウ
ラ
面

を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

法
帖
が
で
き
る
ま
で

　

ウ
ラ
面
と
い
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
方
の
た

め
に
、蓬
左
本
の
構
造
を
説
明
し
よ
う
。

　

こ
の
本
は
、
明
代
に
採
ら
れ
た
拓
本
を
折
り
本

に
仕
立
て
て
あ
る
。
皇
帝
の
侍
医
た
ち
が
働
く
太た

い

醫い

院い
ん

の
石
壁
に
彫
ら
れ
て
い
た
銅
人
経
刻
石
は
、

高
さ
も
幅
も
巨
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で

は
取
り
回
し
に
く
い
。
そ
こ
で
こ
れ
を
裁
断
し
、

帖ち
ょ
う（

折
り
本
）の
か
た
ち
に
装
幀
し
て
鑑
賞
し
や
す

く
す
る
。
こ
の
時
の
裁
断
・
装
幀
の
仕
様
に
よ
っ

て
、
蓬
左
本
の
よ
う
に
縦
長
の
十
冊
本
に
な
っ
た

り
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
よ
う
に
正
方
形
の
四
冊

本
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
形
式
は
主

に
書
法（
書
道
）の
手
本
に
用
い
ら
れ
た
形
式
で
あ

る
こ
と
か
ら「
法ほ

う

帖じ
ょ
う

」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
法
帖
の
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黒
い
拓
本
面
が「
オ
モ
テ
」、
そ
の
背
面
が「
ウ
ラ
」

で
あ
る
。

　

た
だ
、構
造
的
に
は「
ウ
ラ
」と
い
う
よ
り
も「
台

紙
」と
呼
ん
だ
方
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
か
も
し

れ
な
い
。
法
帖
を
作
成
す
る
際
、
紙
を
貼
り
重
ね

て
少
し
厚
み
を
持
た
せ
た
台
紙
を
作
り
、
一
定
の

間
隔
で
折
れ
目
あ
る
い
は
そ
の
印
を
つ
け
て
お

く
。
そ
の
台
紙
に
カ
ッ
ト
し
た
拓
本
を
配
置
す
る

の
だ
が
、こ
の
時
、折
れ
目
に
拓
本
の
字
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
、
行
間
や
字
配
り
を
変
更
す
る
な
ど

の
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

　

蓬
左
本
の
場
合
、高
さ
約
三
五
・
三
セ
ン
チ
、幅

お
よ
そ
一
一
三
セ
ン
チ
の
三
枚
重
ね
の
台
紙
が
用

い
ら
れ
、
そ
の
台
紙
に
は
幅
二
二
セ
ン
チ
ご
と
に

五
面
分
の
折
り
目
が
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
約

三
セ
ン
チ
の
の
り
し
ろ
で
隣
の
台
紙
に
接
続
さ

れ
、冊
子
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も
の
の
、だ
い
た
い

台
紙
八
～
十
四
枚（
四
十
面
～
七
十
面
）で
一
冊
に

装
幀
さ
れ
て
い
る
。（
下
図
参
照
）

　

こ
の
台
紙
の
少
な
く
と
も
ウ
ラ
面
第
一
層（
法

帖
最
背
面
）と
第
二
層
に
、
明
代
の
万
暦
末
に
保
存

期
間
満
了
を
む
か
え
た
公
文
書
が
再
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
中
国
で
も
発

見
例
が
な
い
も
の
ば
か
り
で
、
そ
の
復
元
が
成
功

し
、研
究
が
進
め
ば
、明
代
史
の
解
像
度
は
よ
り
高

く
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

裏
打
紙
文
書
の
整
理

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
と
整
理
に
よ
っ
て
、
第
一
層

に
は
二
八
二
枚
の
紙
が
貼
ら
れ
、
そ
の
う
ち
文
字

が
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
二
四
二
枚
、
筆
者
に
よ

る
翻
刻
作
業
の
結
果
、
文
字
に
し
て
六
万
字
に
お

よ
ぶ
文
書
群
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

文
書
の
種
類
と
し
て
は
、「
文ぶ

ん

職し
ょ
く

貼ち
ょ
う

黃こ
う

册さ
つ

」と
呼

ば
れ
る
地
方
役
人
の
勤
怠
考
課
を
整
理
し
て
中

央
の
都と

察さ
つ

院い
ん（

監
察
機
関
）に
報
告
し
た
書
類
や
、

地
方
長
官
の
引
き
継
ぎ
事
項
を
三
十
一
項
目
に

分
け
て
記
載
し
た「
到と

う

任に
ん

須し
ゅ

知ち

」、各
地
方
の
役
所

が
管
理
す
る
穀
物
や
銀
の
在
庫
帳
簿
と
み
ら
れ

る「
在ざ

い

庫こ

銀ぎ
ん

・
在ざ

い

倉そ
う

穀こ
く

文
書
」な
ど
が
あ
る
。

　

現
在
、
翻
刻
し
た
テ
キ
ス
ト
を
精
読
す
る
研
究

会
を
定
期
的
に
行
な
い
な
が
ら
、
裏
打
紙
と
し
て

再
利
用
さ
れ
た
公
文
書
を
、
可
能
な
限
り
元
の
形

に
戻
せ
ま
い
か
と
日
々
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。

　

令
和
七（
二
〇
二
五
）年
に
は
、
第
一
層
の
薄
紙

を
透
か
し
て
か
す
か
に
見
え
て
い
る
第
二
層
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
摸
索
し
、
さ
ら
な
る
文
書
の
復

元
と
、
文
化
財
と
し
て
の
保
存
修
復
に
向
け
た
取

り
組
み
を
蓬
左
文
庫
や
諸
研
究
機
関
の
協
力
を

仰
ぎ
な
が
ら
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

続
報
を
期
待
さ
れ
た
い
。

▼

大
熊
喜
邦
著『
東
海
道
宿
駅
と
其
の
本
陣
の
研
究
』（
一
九
四
二
）

　
鳴
海
宿
本
陣
屋
敷
図（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

1130mm

570mm

35
3m
m

のりしろ
20-30mm

一面分
220mm

【図　裏打紙の現状】　太線：台紙の境界　　破線：第一層の切れ目（↓は写字方向）　　点線：帖の折り目



表紙：63-46銅人腧穴鍼灸図経裏打紙文書（どうじんしゅけつしんきゅうずけいうらうちがみもんじょ）　3巻10帖　
　　　万暦年間　17世紀　文書1紙あたり57.0×35.8㎝

名古屋市蓬左文庫　    〒461-0023　名古屋市東区徳川町1001番地　TEL（052）935-2173　 FAX（052）935-2174

ご 利 用 案 内

「蓬左」第108号　☆令和７年１月４日発行　☆編集・発行：名古屋市蓬左文庫　☆年２回発行　☆印刷：菱源（株）

ホームページ　https://housa.city.nagoya.jp/〈蔵書検索もできます。〉

■休館日／月曜日（祝日・振替休日のときは直後の平日）※変更することがあります。
■展示室／ 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料　館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　午後1時～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。
  電話・郵便による申込みも可。

　

銅
人
経
の
ウ
ラ
に
明
代
の
公
文
書
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
か
ね
て
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。

『
蓬
左
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』（
一
九
七
五
年
）や
、そ
の

元
と
な
っ
た
資
料
カ
ー
ド
に
は「
萬ば

ん

曆れ
き

中ち
ゅ
う

官か
ん

牘と
く

紙し

拓た
く

本ほ
ん

」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
の
漢
籍
調
査
の
段
階

で
、
こ
の
拓
本
に
明
代
万
暦
年
間（
一
五
七
三
―
一
六

二
〇
）の
官
文
書
の
紙
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、近
年
の
調
査
に
基
づ
き
つ
つ
、今
少
し

具
体
的
に
文
書
そ
の
も
の
に
迫
っ
て
み
た
い
。

文
書
の
紀
年
か
ら
み
え
る
こ
と

　

こ
の
文
書
が
万
暦
年
間
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一

目
瞭
然
の
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
表
紙
の
写
真

②
に
は「
萬ば

ん

曆れ
き

肆よ
ん

拾じ
ゅ
う

年
閏う

る
う

拾じ
ゅ
う

壹い
ち

月　
　

日
」と
あ
り
、

そ
の
下
に
知
縣（
県
の
長
官
）と
縣け

ん

丞じ
ょ
う（

次
官
）・
典
史

（
県
の
文
書
管
理
係
）の
署
名
欄
が
つ
い
て
い
る
。
③

に
も「
萬
曆
參さ

ん

拾じ
ゅ
う

捌は
ち

年
分
」と
見
え
、
ど
の
文
書
に

も
万
暦
三
十
年
代
後
半
の
日
付
が
見
ら
れ
る
。

　

万
暦
四
十（
一
六
一
二
）年
は
日
本
で
い
え
ば
、「
巌が

ん

流り
ゅ
う

島じ
ま

の
決
闘
」が
行
な
わ
れ
た
慶け

い

長ち
ょ
う

十
七
年
、江
戸
幕

府
二
代
将
軍
秀
忠
の
治
世
に
あ
た
る
。
そ
の
弟
で
尾

張
家
初
代
の
義
直
が
名
古
屋
城
二
の
丸
に「
御お

文ぶ
ん

庫こ

（
蓬
左
文
庫
の
前
身
）」を
創
設
す
る
の
が
元げ

ん

和な

三（
一

六
一
七
）年
の
こ
と
、
そ
の
義
直
が
み
ま
か
る
の
が
慶け

い

安あ
ん

三（
一
六
五
〇
）年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
紙

が
装
幀
用
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、
名
古
屋
の
義
直
の

も
と
に
や
っ
て
来
た
時
期
は
、
江
戸
初
期
の
三
～
四

十
年
ほ
ど
に
限
定
で
き
る（『
蓬
左
』一
〇
六
号
の
丸
山

裕
美
子
氏
の
説
に
拠
る
）。

ハ
ン
コ（
官
印
）か
ら
わ
か
る
こ
と

　

写
真
②
に
は
日
付
に
か
か
る
よ
う
に「
商
城
縣
印
」

と
い
う
方
印
が
見
え
る
。
こ
れ
は
こ
の
報
告
書
が
万

暦
四
十
年
閏
十
一
月
に
河か

南な
ん

懐か
い

慶け
い

府ふ

下
の
商
城
県

の
役
所
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
文
書
の

本
文
に
は
具
体
的
地
名
が
出
て
こ
な
く
と
も
、印
記

を
見
れ
ば
ど
の
役
所
か
を
特
定
で
き
、
文
書
伝
送
の

ル
ー
ト
も
見
え
て
く
る
。

　

ま
た
、
写
真
①
で
は「
巢そ

う

縣け
ん

之
印
」と
い
う
方
印
が

半
分
に
割
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
紙
を
半
分
に
山
折

り
し
て
紐
で
綴
じ
て
冊
子
に
し
た
報
告
書
の
ノ
ド（
各

ペ
ー
ジ
の
見
開
き
下
部
）に
官
印
を
割
印
す
る
こ
と
で
、

ペ
ー
ジ
の
差
し
換
え
や
改か

い

竄ざ
ん

を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
。

本
来
は
正
方
形
に
見
え
て
い
た
印
面
に
、
も
と
も
と

綴
じ
目
の
中
に
あ
っ
た
余
白
が
広
げ
ら
れ
て
間
に
入

る
た
め
に
こ
う
な
る
の
だ
。
こ
れ
も
明
代
の
公
文
書

管
理
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
部
分
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
紙
を
裏
打
に
使
っ
た
職

人
は
、こ
の
朱
印
を
ど
う
や
ら
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、あ

え
て
見
え
る
よ
う
に
配
置
し
て
い
る
ら
し
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、裏
打
紙
文
書
か
ら
は
、書
か
れ
た
文

字
情
報
の
み
な
ら
ず
、官
印
の
現
状
な
ど
か
ら
も
、多

く
の
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
立
命
館
大
学　

猪
俣
貴
幸
）

銅ど
う

人じ
ん

腧し
ゅ

穴け
つ

鍼し
ん

灸き
ゅ
う

図ず

経け
い

裏う
ら

打う
ち

紙が
み

文も
ん

書じ
ょ

　

令
和
四
年
度（
二
〇
二
二
）よ
り

取
り
組
ん
で
き
た「
伊
藤
満
作
家
資

料
」の
悉
皆
調
査
が
ひ
と
段
落
つ
き

ま
し
た
の
で
、
こ
の
三
月
に
名
城
大

学
米
澤
准
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
そ

の
成
果
を『
伊
藤
満
作
家
資
料
目
録
』

と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
近
代
化
前
後
の
大
工
資
料

が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、

と
て
も
貴
重
と
の
こ
と
。
こ
の
目
録

を
元
手
に
、
よ
り
一
層
研
究
を
進
め

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
七
年（
二
〇
二
五
）は
蓬
左

文
庫
が
誕
生
し
て
九
十
年（
昭
和
十

年（
一
九
三
五
）／
東
京
目
白
で
開
館
）

を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。
徳
川
美

術
館
と
共
に
周
年
記
念
展
を
実
施
す

る
他
、
近
年
取
り
組
ん
で
き
た
所
蔵

資
料
の
研
究
成
果
を
展
覧
会
等
を
通

じ
て
広
く
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

長
き
に
渡
り
、
蓬
左
文
庫
の
活
動
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ
の
感
謝
を

込
め
つ
つ
、
初
め
て
来
て
い
た
だ
く

方
に〝
蓬
左
文
庫
っ
て
お
も
し
ろ
い

な
〟と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

機
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
蓬
左
文
庫　

星
子
桃
子
）

蓬 

左 

通 

信




